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緒 言

　尿素の葉面施肥については早くより研究が行われ，す

でに実用の段階にまで発展して来た。一方燐酸，加墾の

葉面施肥についても近時基礎的研究1），2），3），5），6），T），9），1「’）

が行われまた一部実用化の実験10），12），13），16）戸）も行われ

ている。さらに最近においては窒素，燐酸，加里三要素

の混合剤乃至三要素含有葉面散布剤を散布して果樹の生

長・結実を良好にした実験婆），1の，mがあり，また三要素

含有葉面散布剤の市販品も出現して米国においてはすで

に実用の域に達しているようである1ti＞。極く最近我が国

においても三要素含有葉面散布剤め市販品が出現した。

　著者等は締の栽植に当り植傷みによる柿の生育不良に

着眼し，植傷み軽減の一手段として葉而施肥特に三要素

含有葉颪散布剤並びに燐酸艇面散布の利用性について検

討した。

材料及び方法

　材料は1年生由柿実生を用いた。材料は先ず生体垂に

より4群（1群10本）に分け，その1群の材料を無作為

的に各処理区に割付けた。次に材料の根は1本の太い直

根とそれに着生する細根より成っていたので，細根心頭

を除き細根を総べて勢去し，かっ地上部は（細根付区も

含めて）最上位の細根より上部2βの長さに最も近い芽

で勇法した。

　処理としては次の10区を設けた。

　第1区　細根付無肥料区

　第2区　細根付元肥区

　第3区　細根勇去無肥料区

　第4区　細根勇去元肥区

　第5区　細根勇去元肥及び三要素含有葉面散布剤散布

　　　　　区

　第6区　細根勢去元肥及び三要素土壌追肥区

　第7区　細根勇去三要素含有葉面散布剤散布区

　第8区　細根勇去元肥及び燐酸一アンモン散布区

　第9区　細根勢去元肥及び燐酸土壌追肥区

　第10区　細根勢門燐酸一アンモン散布区

　以上の処理中元肥とあるのは5月7日1ポッ5当り成

分量にて窒素3．　59，燐酸2．59，加里3．09を硫安，過石，

塩加で土壌施肥したものである。三要素含有葉面散布剤

としては東洋高圧工業株式会社製「ヨーゲン2号」（主

成分窒素30％，燐酸10％，加里10％含有）を用い，予備

実験の結果0．7％液が安全と思われたのでその濃度の液

を6月10Eiより8月3日まで6日三門で10厨散布した。

葉面散布に当っては総べて土壌表面にビニール布を被覆

して敬布液が土壌中に浸入しないようにした。三要素土

壌追肥は6月10E「1ポット当り成分量にて窒素0．849，

燐酸0・289，加里0・289を硫安，過石，塩加で追肥した

ものである。この施肥量は1本当りヨーゲン2号を1回

忌散布にて40cc用い，かっ10回散布した場合における施

肥量とほぼ等量である。燐酸一アンモンの散布は予備実

験の結果0・7％液を安全と認めたのでその濃度の液をヨ

ーゲン2号散布と同時期に散布した。なおこの液には展

着剤としてりみ一（0．02％）を用いた。燐酸土壌追肥は

1ポット当り成分量にて燐酸1．739，窒素0．349をそれ

ぞれ過石，硫安にて追肥したものである。これは1本当

り燐酸一アンモンを1圃の敬布にて40cc用い，かつそれ

を10回散布した場合における施肥量とほぼ等量である。

　材料は昭和33年3月19日2万分の1ワグナーーポットに

植付け，かっ実験は晩霜の害と降雨の影響を避けるため

無加温のガラス室内で行った。実験期間中灌水につとめ

鉢内土壌が乾燥しないように留意した。ポット内に填充
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した土壌は曇霞灰性洪積層土壌の未耕表土であり，その

理化学性は次の如くであった。

　土性　細埴壌土，pH　5．O，全酸度　1．47，

　腐植　6．34％，全窒素　0。365％，

　有効態燐酸　0．00065％，有効態加里　0．0018％

　ただし土壌の機械的分析はA．S．K．法7　pHは比色法，

全酸度は大工原法，腐植はTurin氏法，全窒素はGunning

氏変法，有効態燐酸及び加里はO．　2N－HC1浸出法により

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表　新’

　第1表について新梢総長をみるにEl・一一ゲン2号並びに

燐酸一アンモンの効果は認められるが，単独散布より土

壌施肥と併用した場合により効果が顕著である。またヨ

ーゲン2号及び燐酸一アンモンの散布量に匹敵する土玩．

迫肥では，土壌施肥（元肥）と葉面施肥を併用した場合

に及ばない。併し葉面施肥を行うよりも細根が付いて土

壌施肥した方がはるかに伸長がよいことは注目すべきで

ある。次に葉色の濃さについてみるに概してヨーゲン2

楠の生畜状態

＼区別　調　査　　　　　　xi
隣区i第2颪第3遜4区1趣i塵－’＿鋒∫7レく11窮8彩ヌ：

………｝一 @　「．巨718内1
新高総長（吻て107）｝

葉色の濃さけ＋
新梢伸長の経続或は停止4本停止

263．7　82．0　　・　H3．3　187．6
（322）・　（10e）　（138）　1　（229）

一F十十’　　　　　　　　十　十　十十十　　　　十÷十1　　　　　　　　十　十：十十÷十十十

経翫、3本停止経路i経続
　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

136．0　153．5　231．7
（166）　（187）　（283）

十十十　十一F　十十
十十十　÷十十　十一F回

船続…1本停止経続

弔9区1第10撚：
”．一1　．．＝．．！＝

　210．5i　130．1

　（257）　1　（159）

＃±1　＋

経続i4本停止

（註）　新船総長は4樹平均，（　）内は第3区を100とした場合の序数，葉色の濃さぱ4柑を一括して観察した
　　　場合であり，÷の数の多い程濃色である。

燐酸はLorenz氏法，加里は亜硝酸コバルト法によった。

　　　　　　　　実　験　結　果

　8月27日実験を打切り新柄の生育状態，各部の生長量

及び葉中の三要素含量を調査した。

　1）　新論の生育状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表 各部の生長重調査（4樹平均）

号散布の方が燐酸一アンモン四布より濃色であった。実

験終了時新駅の伸長を停止していたのは無肥料区とヨー

ゲン2号及び燐酸一アンモンの単独散布区のみに見られ

た。

　2）　各部の生長量の比較

　各部の生体重並びに風乾重について調査した結果を第

　　　　　　　　　　　　　　単位9
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全
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l？itl：一2・　g（12。）i　51・3！295）｝19・i（1011i　2孔0（141）i　46・8（215）2‘・ll！28！・38・3鍵：一49・7（21！＞3含二塾179）⊥3多抑〉
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葉
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1　・9：翻111：翻・？6：§鰺2耀；i9：鰯

「11．引100）、22．ヲ而21．7（213）17：b（面1ゴ1耽）

　5．5（86）　11．7〈183）　11．3（177）　8．2（12．8）　8．3（130）

？g・gggs）liig？・ggs31）　3g・2ggg），　l　i2・ggzg＞1　z9・6〈g6pii　4Z・2（．b6］／　5？・g〈ig3）　？2・2〈3？，g）／　5Z・？（2，？P’　？S・；gsP

…1310（12P・30・1（308）・9・9（10⑪）i　lrll鯉｝24・1（2塑1．1410轡11子（狸27塑■監塑三1晃917）

蟹部重i蟹遡211：嬬・恥｝蹴111：罐∵ll：1遡111膿瀬瀬ll還鍵・艶翠

直樋
P撒瞬9＆6i－ll　？g瀦膨1羅翻：畿1　』39：1翻1鵬1；錦無謬

細　根 重い6塑）、聚生5（2！3）11・5（10⑪）μ6・5（143／…16畑）

i84．9（127＞163．9（245）1・66．9（1⑪◎）74．・（111／1王・．1（165ジ．68．3（！0頭b2濁繭265鷹厨＝享1師24．・（18／）｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．7（84）　16．8〈ls｛6＞　15．8（137）　A・2（123）　22・3〈194＞

（註）　各回の上段は生体重，下段は風乾重である。（）内は第3区を100とした場合の暦数を示す。
　　　地上部重＝枝1｝ili重門葉重，枝幹重＝新檎：璽十幹：重，地下部：童＝直根重÷細根一iiE．：，表中細根とは直根に若

　　　生せる総べての大きさの根を鴛う。
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2表に示す。供試個体数が少いために晶晶予想外の数字

もあるが，大体の傾向はうかがい得ると思う。

　処理の綜合結果としての全重量（生体重，風乾重とも）

についてみるに，ヨーゲン2号並びに燐酸～アンモンの

散布効果は顕著である。しかして単独散布よりも土壌施

肥と併用した場合の効果が著しい。土壌追肥ではその追

肥量に相当する葉面施肥を行った場含に及ばない。また

本実験においては等濃度の！y　一一ゲン2号と燐酸一アンモ

ンの散布を行ったのであるが，ほとんど同程度の生長量

を示しているのは注目すべきである。ヨ　一一ゲン2号ある

いは燐酸一アンモン気品の効果は顕著であるが，併し細

ている。併し本実験においては葉面施肥の柿の生長に対

する効果そのものを験したのではなく，植傷みに対して

特に断根された場合における鉄面施肥の効果がどの程度

であるかを見ようとしたのである。その結果本実験の範

囲内では葉面施肥を行えば可成り生長量を回復出来るが

併し細根が付いていた場合に比べると依然として劣って

いるのであり，細根勇去の害は実に大きいものといえ

る。

　本実験において葉面施肥を行った区とそれに相当する

土壌追肥を行った区を設けて比較を行ったが（第5区と

第6区の閣及び第8区と第9区の闇），その結果元肥に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3表葉成分含量

薦1区別陣堰』 ｹ・区痙3肋医丁鋼司第5－1茎蓮濫訴蓉『ラ［玄叢叢灘区…陣1・i茎．
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2．　89

根付の土壌施肥区には及ばず，如何に細根が苗木の初期

生長に重要なものであるかがわかる。

　地上二重その他についても大体において全重量と同様

な回向である。

　・3）　葉成分含量

　8月27日実験打切りと同時に全葉を採集し十分水洗後

分析に供した。窒素はGunning氏変法，燐酸はLorenz

三法，加里は亜硝酸コバルト法によって分析した。分析

成絞は乾物中の元素としての重量百分率（％）で衣示し

た。その結果を第3表に示す。

　第3表によればヨーゲン2号散布によりN，P，　K含

重が増大し，燐酸一アンモン散布によりP含量が増大し

ていることが認められる。

　　　　　　　　　考　　　察

　本実験において三要素含有葉面散布剤並びに燐酸一ア

ンモン散布の柿実生の新梢の伸長程度並びに生長量に対

する効果は顕著であることが認められた。これは～つは

供試土壌が化学的に1蕎薄であり特に有効態燐酸・加里含

量が少くしかも燐酸吸収力の大きい火山灰土壌であった

ことが原因であろう。

　三要素含有誌面散布剤あるいは三要素混合剤が果樹の

生長に対して効果のあることはC《狙i難4），Lalatta14），

渋川二等17）が既に認めている所であるが，本実験結果は

それ等の結果と一致している。

　また燐酸一アンモン敬布の柿の生長に対する効果は既

、に佐藤三等16）の認めている所であり本実験結果と…致し

二面施肥を併用した区（第5区と第8区）が土壌追肥を

行った区より生長呈が大であった。この場含第5区と第

8区の実際の散布量は！樹当り個煮409．9cc，後者401．8

ccであり予定の400ccより僅かに超過している。併し散

布に当っては丁寧に故聞したため葉から流れ落ちた量が

可成りあり，実際の附着量は的述の数字より可成り少く

なるものと忌われる。（因に第7区と第10区の散布量は

1樹当り前者304．6ccであり後者339．9ccであって予定

よりはるかに少い散布ヱであった。）すなわち殆ど等量

の施肥を行った場合野面施肥の方がより効果的であるこ

とは明らかである。

　次に燐酸一アンモン散布とヨーゲン2号散布とを比較

した場合，園丁渡で殆ど同程度の生長量を招来した。本

実験の如き火山灰二L壌においては燐酸の効果の顕著なこ

とは当然考えられる所であるが，燐酸に対する窒素並び

に加里の割合が如何にあるべきかは今後の研究周題であ

ろう。

　本実験においては⊥壌水分は十分与え；られていたので

植傷みの発瑠度は少く，総べての個体が順調に萌芽伸

長したのである。その結果として葉面施肥も行い得たわ

けである。若し図根程度をさらに強くし，かつ灌水も控

えたならば一層強く植傷みが先現し，中には萌芽も容易

に出来ないものも起ったことが想像される。これは第1

報mの実験結果から関らかである。この観点からみれば

葉諏施肥は効果はあってもあくまで補助的なものであり

植傷み軽減の積極的手段たり辱ないのである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　・　要

　　1年住江Ll糎∫実費．を刑い，　三三要素iG蓑、栗葺爾薮女着菅斉9（ヨー

ゲン2号，主成分零素30％，燐酸10％，加里10％含有）

と燐酸一アンモン液栞面施肥の撫．1み軽減に対する効果

を検討した。実験結果を要約すれば次の如くである。

　　1）　両玉文二王斉llとも｝憲ン1くの船君膚の“lli．く遺姦こバに・諸「貿｝5の，！ヒ去こ

量を増大した。細根を男去された摯ぐb元肥として土濃

施肥をし，その後ヨーゲン2号或は燐酸一アンモン液を

散布した区は他の区に比べて特に生長童が大であった。

　　2）　三要素含有東：面故布剤の散㌃｛」により葉中のN，P，

K含量は至曽大し，　業＄酸一アンモン妻夜の嘗癒着ぎにより雪嚢中（／／）

P含量は増大した。

　　3）潮面施肥は’1、liの植再み軽減ぴ二）袖．頒㌻手段として有

効であると老えられた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s騒瓢灘ary

　　　　Mono－aininonlum　ph（／）g．p／hate　and　a　comme．rcial　folia／r　fertilizer，　c（／／mtaining　30．9b’　N，　10yOib’　P20s，　10．0．・o”

K：・O　and　unspeci£iecl　amoLm’ts　o．f　t．race　elements，　were　sprayed　on　the　one－year－old　persimmon　trans．h・

plants　”vvTith　or　without　soil　ap．plication　of　fertilizers，　and　their　effects　on　improving　the　tree　growtk

were　studied・　The　treatecl　tree＄　were　sprayed　ten　timeg．，　during　growing　＄eas　on　with　e．7％　solution　of

the　fertilizers．

　　　　IBoth　foliar　fertilizers　／）romoted　the　Rew　slioot　eloRgation，　top　and　root　grovvrth．　C｝itemical　analysis

showed　that　mono－ammonium　phosphate　sprays　increasecl　1）　content）　and　sp，rayings　of　the　commerciar

foiiar　fer’tilizer　containing　N，　’f’　and　K　increased　the　contents　o｛　these　three　elements　in　the　persimmon

里eaves．

　　　　Though　it　ig．　important　t”or　getting　exce｝lent　growth　of　the　perslminon　transpiants　to　dig　up　the

trees　with・’ut　breaking恥e　r・就s　as　far　as　p・ssible　and　t・apPly　fertili・eτs　t・the　s・il，　fd五ar　ferti三izaei・n

may　be　useful　a．s　a　supplemexxtal　measure　for　impro’v　ing　the　groxvth　（／／＞f　£he　transplan’ts，　wrhich　is　usually・’

weak　in　the　fi／rst　y・ea“
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